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（１）文化・スポーツを活用した地域振興への取組について執行部より説明を受けた。

（２）国民文化祭における誘客・情報発信等の取組状況について執行部より説明を受けた。

（３）県外所管事務調査を平成３０年１月１６日から１月１７日に実施することを決定した。

９ その他必要な事項

な し

１０ 担当書記

政策調査課調査広報班 主査 濱田誠吾

政策調査課政策法務班 主幹（総括） 南光彦

議事課委員会班 副主幹 長友玉美



文化・スポーツを活用した地域づくり特別委員会次第

日時：平成２９年１２月１３日（水）１３：００～

場所：第４委員会室

１ 開 会

２ 付託事件の調査について

（１）文化・スポーツを活用した地域振興への取組について

（２）国民文化祭における誘客・情報発信等の取組状況について

３ そ の 他

（１）県外所管事務調査について

４ 閉 会
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別 紙

会議の概要及び結果

濱田委員長 ただ今から委員会を開きます。

本日の委員会は、文化・スポーツを活用し

た地域づくりの取組の状況について調査をい

たします。

本日は、荒金委員が欠席をしております。

各部局の取組について一括で説明をいただ

いた後に、まとめて各部局の取組について質

疑に入りたいと思います。

それでは、まず、文化・スポーツを活用し

た地域振興への取組について説明をお願い申

し上げます。

廣瀬企画振興部長 委員の皆様方には、日頃

から県政の諸課題に対しまして、御指導、御

鞭撻を賜りまして誠にありがとうございます。

大分県「安心・活力・発展プラン」の中で、

芸術・文化につきましては、芸術・文化の創

造性を生かした地域づくりを始め、産業であ

るとか、教育、あるいは福祉へといった社会

課題への対応を進めていく創造県おおいたの

取組というのを進めております。

来年には、国民文化祭、全国障害者芸術・

文化祭が開催されますし、スポーツですと再

来年にラグビーワールドカップ、さらに２０

２０年には東京オリンピック・パラリンピッ

クと、ビッグイベントが次々と開催されます。

この機会を捉えて、本県の魅力を国の内外に

発信して地域振興を図りたいと考えておりま

す。

本格的な人口減少社会を迎える中にあって

も、このような芸術文化やスポーツの力を最

大限に生かして、県民が生きがいを持ち、充

実した生活を送るとともに、地域に活力をも

たらすことが重要だと考えておりまして、芸

術・文化、スポーツの各種施策を進めており

ます。

本日はまず、文化・スポーツを活用した地

域振興、スポーツツーリズムや国際スポーツ

大会事前キャンプ誘致など、企画振興部の取

組につきまして、担当所属長から説明させて

いただきますので、よろしくお願いいたしま

す。

高屋芸術文化スポーツ振興課長 下に企画振

興部と書いてある資料の１ページをお願いい

たします。

文化・スポーツを活用した地域づくりにつ

いて説明いたします。

まず、芸術文化を活用した地域づくりです

けれども、時系列に並べておりますが、平成

１６年に文化振興条例を制定しました。

そして、翌１７年には、文化振興基本方針

を策定いたしました。

それのアクションプランとして（３）です

けれども、平成２８年３月に文化創造戦略を

策定しました。

策定の中身は、戦略は５つの柱から成って

おります。芸術文化は人々の生活の潤いや精

神的な豊かさをもたらすだけでなく、戦略３

ですけれども、創造性を産業や観光の振興、

人材育成や地域づくりなど、社会的、経済的

課題への対応に広く活用するという取組を進

めております。

また、国の動向は２に書いておりますが、

今年６月、国の文化芸術基本法が施行されま

して、本県と同じ法体系となっておりまして、

芸術文化を観光、まちづくり、福祉、教育、

産業、地域振興等に活用する取組を推進する

というふうになっております。これが県と国

の動向でございまして、２ページでございま

すけれども、では、文化を活用した地域の振

興とはどういうことを行っているかというこ

とで、２９年度事業を書いております。

（１）ですが、芸術文化の創造性を活用し

た観光誘客・情報発信といたしまして、別府

市で「ｉｎ ＢＥＰＰＵ」等を支援しており

ます。現代アートを地域振興に活用して、今

年は、写真の２番目ですけれども、別府タワ
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ーを地蔵に見立てました「別府タワー地蔵」

という作品や、別府駅前の「油屋熊八翁像」

をホテルにして、油屋熊八ホテルという形で

やっておりますが、１日３００人ほど訪れて

おりまして、もう１万人を超えるホテルの視

察で話題になっております。

また、別府だけではありません。竹田市で

は、移住してきた若手アーティストが中心と

なりまして、中心街で現代アートや工芸の展

示や、まちあるきイベントを１０月に実施い

たしました。

また、（２）では、アートは人材育成が大

事ですので、地域とアートをつなぐアートマ

ネジメント企画人材の育成を基礎編、実践編

として、各人材を作っております。

それから、（３）ですけど芸術文化に触れ

る機会を創り出しましょうという形で、音楽

家やダンサー等を、例えば、特別支援学校や

施設だとか、佐伯市の西浦小学校等々へ派遣

する。そこで、ワークショップを行うという

ことをしております。

また、アルゲリッチ振興財団では、学校訪

問や、子どもたちを音楽祭に招待するピノキ

オコンサートなどを開催して、芸術文化の力

を活用した教育、福祉など、社会的課題にも

対応しております。

次に、３ページになりますが、スポーツを

活用した地域の振興についてです。

スポーツは、①②と書いていますけど、①

｢する｣スポーツ、②「観る」スポーツと書い

ていて、｢する｣スポーツでは、県内のプロス

ポーツ選手を小学校や地域イベント等に派遣

して、プロスポーツ選手と一緒に県民と交流

を図っているというところでございます。

また、②｢観る｣スポーツですけれども、多

くの県民の方々がプロチームを応援する契機

とし、県民の招待等を行う県民ＤＡＹを開催

しております。

これが①②です。

続きまして４ページになりますが、スポー

ツツーリズムによる地域活性化にも取り組ん

でおります。

スポーツ合宿等に適した県内スポーツ施設

の情報を、まず（１）ですけれども、大分県

のホームページ「スポーツツーリズムガイ

ド」というので紹介しております。その中で

は、競技施設や宿泊施設、病院のリスト等々

が検索できるようにしております。

また、西部振興局、日田や九重町では、ス

ポーツ合宿誘致地域活性化事業に取り組んで

おりまして、各種会議、また、案内窓口の設

置等々を行っております。豊肥振興局では、

スポーツツーリズム講演会の開催、豊後大野

市では、ホテルますの井さんがスポーツとジ

オパークをつなげたスポーツツーリズムに取

り組んでいます。また、佐伯市におきまして

は、実業団マラソンチームの合宿を行ってお

りますし、杵築市ではスポーツ合宿コンシェ

ルジュを設置して、合宿誘致を行っておりま

す。国東市でもウエイトリフティング等々韓

国代表チームの合宿受入れを行ってございま

す。

５ページになりますが、２０２０年東京オ

リンピック・パラリンピック等を見据えた国

際スポーツ大会事前キャンプ誘致についてで

すが、キャンプをする目的は三つあると考え

ております。

本県のキャンプ地としての情報発信、二つ

目が括弧で囲んでおりますが競技普及とスポ

ーツ振興、また、スポーツ分野での交流を契

機とした経済的・文化的な交流の拡大をやっ

ていこうと、その３点でございます。

これまでは、２で①から⑤を書いておりま

すが、①ではポルトガル代表チームが来たり

して、②でフィジーの女子７人制ラグビー代

表チームの誘致、３番でモンゴルのテコンド

ー代表チームの宿泊誘致、４番目がアメリカ

等々のフェンシング代表チームが大分でキャ

ンプをしております。また、５番目では、女

子ハンドボールチームの日本代表の交流試合

も行われました。

いずれのキャンプも、各国代表チームと地

元住民との交流やイベントを必ず行うように

しておりますので、それを通して受入競技が
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普及されて、また競技力の向上にもつながっ

ていると思っております。

このようなキャンプ受入体制を構築いたし

まして、２０２０年が迎えられますよう、引

き続き頑張ってまいります。

以上でございます。

濱田委員長 次に、国民文化祭における誘客

・情報発信等の取組について説明をお願いし

ます。

土谷国民文化祭・障害者芸術文化祭局長 １

１月２６日でございますけれども、先催県で

あります奈良県で、第３２回国民文化祭・な

ら２０１７、第１７回全国障害者芸術文化祭

なら大会の閉会式が行われました。

大分県は次期開催県として大会旗の引継ぎ

を受けましていよいよ大分県ということにな

ったところでございます。

私どもの事務局の職員、また県内市町村、

芸術団体の皆さんとも一緒に開・閉会式、そ

れから、分野別事業に参加させていただいた

ところですけれども、奈良県の文化を感じつ

つ、来年の成功に向けてしっかり準備を進め

ていかねばと改めて感じた次第でございます。

１１月末現在、大分大会で予定されている

事業数は１５０、うち障がい者アートに関す

るものが３９ということになっております。

現在、市町村実行委員会で、更にブラッシ

ュアップが図られておりまして、事業名、内

容とも１１月に一度公式にお示しいたしまし

たけれども、それから内容がだいぶ変更され

てまいります。最終的な決定は、市町村等の

実行委員会を経て来年４月に行われます県の

実行委員会の席でと考えております。

具体的には誘客・情報発信等の取組状況に

つきましては、この後、担当課長から説明さ

せていただきます。

高橋企画・広報課長 それでは、国民文化祭、

全国障害者芸術・文化祭における誘客・情報

発信等の取組状況について御説明申し上げま

す。

資料はこちらの文化・スポーツを活用した

地域づくり特別委員会資料、国民文化祭・障

害者芸術文化祭局と書いた資料を御覧いただ

きたいと思います。

文化祭の誘客、情報発信につきましては、

実行委員会の下に設置いたしました広報部会、

観光・おもてなし部会で検討を行っていると

ころでございます。

両部会での委員の意見等に基づきまして広

報・おもてなしの計画を策定しておりますの

で、これに基づいて、この資料で御説明した

いと思います。

今ほどの資料を１枚繰っていただいて、１

ページを御覧いただきたいと思います。

まず、国民文化祭、全国障害者芸術・文化

祭の広報あるいは情報発信につきましては、

上段の四角の中でございますけれども、大会

の三つの方針がございます。「県民が総参

加」、それから「新しい出会い、新たな発

見」、「地域をつくり、人を育てる」、この

三つの基本方針を踏まえまして、その下の四

角でございますけれども、「県民が参加する

広報」、「新たな客層の獲得につなげる広

報」、「隅々まで届ける広報」、この三つを

重要なポイントとして進めてございます。

資料を１枚繰っていただきまして２ページ

でございます。

まず一つ目の県民が参加する広報というこ

とでございます。これにつきましては、県民

の皆さんがボランティアという形で積極的な

広報活動に参加してもらうということを通し

まして、文化祭を広くＰＲし、気運の醸成を

図るということを目的としてございます。

文化祭では、ＰＲを担当する「手伝い隊」、

それからキャラバン隊である「盛り上げ隊」、

撮影ボランティアの「撮っとき隊」という、

この何とか隊という三つをボランティアとし

て設置してございます。

「手伝い隊」につきましては、もう既に１，

３００名以上の方が登録をしていただいてい

るという状況でございます。また、「盛り上

げ隊」あるいは「撮っとき隊」につきまして

も、今年１０月１日に１年前イベントを開催

いたしましたけれども、その場でも活躍をし
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ていただきました。それも含めまして、こう

したボランティアの皆さんには、本番に向け

て、これからも様々な場面で活躍をしていた

だきたいと考えてございます。

その下、資料の３ページを御覧いただきた

いと思います。

二つ目のポイントでございますけれども、

新たな客層の獲得につなげる広報というポイ

ントでございます。

文化祭の本来の担い手と考えられます芸術

文化団体の参加者につきましては当然でござ

いますけれども、それに加えまして、芸術に

興味のある若年層とか女性、こういった方々

をターゲットに定めまして、芸術・文化関係

者に強固なネットワークを持ちます広報ディ

レクターを選出させていただいてございます。

このディレクターの下で、パブリシティ活動

あるいはＳＮＳを活用した情報提供を行うこ

とで県外からの誘客を図りたいということで

ございます。表の上の半分のところでござい

ます。市川靖子さんに広報ディレクターをお

願いしてございます。

誘客につきましては、その下半分のところ

てございますけれども、県内を周遊する仕組

み、カルチャーツーリズムでございますが、

これに取り組んでまいりたいと考えてござい

ます。

今回の文化祭には文化祭事業に加えまして、

地域の隠れた食を味わっていただく、あるい

は歴史・文化を追体験していただく、そうい

ったツアーを組み合わせまして、これを造成

することによりまして、来県客が県内のいろ

んなところを回っていただくと。そこに経済

的な効果も生まれてまいりますけれども、そ

ういった仕組みを是非作っていきたいと考え

てございます。

本年の７月から９月にかけまして、市町村

と共に観光素材の調査をしてまいりました。

実は２７年にＪＲのデスティネーションキ

ャンペーンがございましたけれども、そのと

きにも観光素材の掘り起こしをしてございま

すが、それに加えまして、今回、１８３ほど

の素材の汲み上げをしてございます。合わせ

て約５００弱ぐらいの素材が今手元にござい

ますので、そういったものを組み合わせまし

て、カルチャーツーリズムのツアー造成をし

ていきたいと考えてございますが、今現在の

ところは、市町村、観光協会、旅行業者と関

係者の参加の下で、ゾーンを五つセットして

ございます。

大分市付近が出会いの場、北部が祈りの谷

ということで、五つのゾーンに分けてござい

ますけれども、それぞれのゾーンごとに着地

型の商品造成検討会を今、繰り返しやってい

るところでございます。

そこで造成をしたツアーにつきましては、

来年度に設置予定のトラベルセンターで販売

をするといったようなことも考えてございま

すし、商談会を通じて、旅行業者に提供した

いということも考えてございます。

こうしたツアーにつきましては、文化祭終

了後もしっかり引き継がれて、次のラグビー

ワールドカップあるいは東京オリンピック・

パラリンピックといったところにもつながり、

地域の魅力をしっかり味わってもらえるよう

な、そういったツアーの造成を目指してまい

りたいと考えてございます。

資料を１枚はぐっていただいて４ページで

ございます。

これは、カルチャーツーリズムの具体的な

ものを例として載せてございます。

ちょっとだけ説明申し上げますと、真ん中

ちょっと上に飛行機の絵があると思いますが、

例えば、羽田空港から大分空港にお客さんが

来る。３人の影がありますけれども、３人の

ところから上側の矢印が下におりていますが、

一つは、文化祭に出演する出演団体の方を想

定しています。その方は、その下の文化事業

という丸がありますけれども、こういった文

化事業に当然参加するために来ていただくと

いうことなんですけれども、これプラス、下

の温泉に入ってもらうとか、あるいはぐるっ

と海岸のほうに回っていただいて、リーディ

ング事業と書いてございますがメディアアー
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トあるいはその下の津久見の樫の実合唱団、

こういったものも見て回ると。県内をできれ

ば周遊していただくという流れが一つ。

それと、もう一回この影のところの下側の

矢印を御覧いただきますと、これはリーディ

ング事業で有名な作品を目指してファンの方

が来てもらうということで、必ずしも参加者

ではなくて、そういった方も来てもらえば、

これがまた、メディアアートに回ってもらっ

たりとか、あるいは日田に回ってもらったり

といったことで、単に目的を達して帰っても

らうのではなくて、せっかくなので、大分の

地域を回ってもらう、そういった価値のある

というか、魅力のあるツアーを作っていきた

い、そういったイメージをペーパーで表現さ

せていただいてございます。

その次の５ページを御覧いただきたいと思

いますけれども、三つ目のポイントでござい

ます隅々まで届ける広報ということでござい

ますが、これはテレビ、ラジオといった各種

メディアを使ったりとか、あるいは今、県立

美術館の西壁に大きなポスターを模した絵が

描いてございますが、そういった壁面の広告

といったようなものの活用あるいはプレイベ

ントを計画してございますけれども、そうい

ったもので気運の醸成を図っていくというと

ころでございます。

また、１０月１日に行いました１年前イベ

ントでは、音声の読み上げソフト、そこの一

番下のところにＳＰコードと書いてございま

すけれども、このコードをスマホにかざすと、

８００字ぐらいの文字の読み上げができます

ので、そういったソフトも活用しながら、こ

れはチラシにこのＳＰコードを打ってござい

ますので、そういったものも活用しながら工

夫を凝らしまして、障がい者に対する配慮も

してまいりたいということで考えてございま

す。

最後の６ページでございますが、誘客に関

連いたしまして、今回、障害者芸術・文化祭

を同時に開催いたしますので、そういった方

々への取組ということでペーパーをまとめて

ございますが、実行委員会の専門部会に観光

・おもてなし部会というのがございますが、

その下に、特に障がい者に向けた対応を具体

的に検討するため、施設関係者、あるいは障

がい者ご本人も参加する実務者会議というの

を作ってございます。この会議は、障がい者

が文化祭事業に参加するに当たっての課題を

洗い出したり、改善に向けて生かすというこ

とを目的としてございますけれども、１０月

１日の１年前イベントにおきましても、実際

にこの方に行事に参加をしていただいて、本

番に向けた問題点の洗い出しをしていただき

ました。

その中では、例えば、車椅子スペースを用

意したんだけれども、観客が多くて出入りが

不自由だったといったような問題、あるいは

仮設スロープを作ったんだけれども、そのス

ロープが柔で、結構厳しかったというような、

実際にやってみなきゃ分からなかったという

ような問題も出てきてございますので、非常

に意味があったなと考えてございます。そう

いったものを今後に生かしていきたいと考え

てございます。

以上、文化祭の開催が地方創生の強力な後

押しということで申し上げておりますので、

成功に向けて情報発信、誘客においても、し

っかり取り組んでまいりたいと考えてござい

ますので、委員の皆さんにおかれましても、

是非御支援いただくようにお願いしたいと思

います。

濱田委員長 ありがとうございました。

以上で説明は終わりました。

これより質疑に入りたいと思いますが、ど

なたかございませんか。

嶋委員 来年の国民文化祭に向けて、広くこ

の文化祭を県民に認知していただくには、県

民が参加することはとても大事だと思います

ので、しっかりやっていただきたいと思いま

すが、先ほどの説明で手伝い隊ですか、１，

３００名の登録があるということですが、こ

れは目標は何人にしておられますか。

高橋企画・広報課長 できるだけ多く集めた
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いと思ってございますが、とりあえず今年は

千名を目標にしてございました。

嶋委員 目標を超えて……。

高橋企画・広報課長 今年は超えました。

嶋委員 もっと高い目標を……。

高橋企画・広報課長 最終的に５千名を目指

してやりたいと思っております。

嶋委員 そのために何か……。

高橋企画・広報課長 いろんなところに働き

掛けをさせていただいています。企業回りと

かもやっていますので、そういったところで、

「あ、分かりました」ということで、社員の

皆さんに声を掛けていただく、あるいは県庁

の職員にもしっかり声を掛けてやる。それか

ら、ＪＲのデスティネーションキャンペーン

のときにボランティアの登録をした方が１０

万人ぐらい実はいます。その方のうち再登録

をした方が５万人ぐらいいるので、そういっ

た方にもしっかり声を掛けて、また次もやっ

てほしいなというようなことも考えてござい

ます。

嶋委員 私もいろんな会合で来年は国民文化

祭が大分県であるということを挨拶の中にし

っかり入れているんですが、まだまだ認知度

が低いと思うんですよ。翌年のラグビーワー

ルドカップの認知度に比べて随分低いと思い

ますので、負けないように頑張ってください。

高橋企画・広報課長 広報グッズもいろいろ

作ってございますので、是非いろんなところ

でお話をするようなときにお声掛けいただい

て、配れるものもありますので、是非お願い

いたします。

濱田委員長 ほかにいいですか。

〔「なし」と言う者あり〕

濱田委員長 それでは、御意見もないようで

ありますので、これで文化・スポーツを活用

した地域振興の取組及び国民文化祭における

誘客・情報発信等への取組状況についての説

明を終わります。

執行部の皆さんありがとうございました。

〔企画振興部、国民文化祭・障害者芸術

文化祭局退室〕

濱田委員長 では、内部協議に入ります。

前回の本委員会調査時に、現地調査につい

て、委員長、副委員長に御一任をいただきま

したが、案について出来上がりましたので、

事務局から説明をさせます。

〔事務局説明〕

濱田委員長 はい、では今の説明に意見ござ

いませんか。

〔協議〕

濱田委員長 はい、これでひとつお願いいた

します。

もし、計画修正等がございましたら、委員

長、副委員長に御一任をお願いいたします。

これで委員会を終わります。


